
令和７年８月市長定例記者会見 

 

日時：令和７年８月１日（金） 午前１０時～ 

場所：射水市役所会議室４０１ 

報道出席者：北日本新聞、富山新聞、読売新聞、北陸中日新聞、射水 CATV 

庄東タイムズ・ホットライン小杉 

当局出席者：市長、企画管理部長、財務管理部長、企画管理部次長、 

生活安全課長、環境課長、子育て支援課長、政策推進課長 

 

Ｑ１． 「のるーと射水」の実証運行は、９月１日から年度末までか。 

 

Ａ１． 実証運行は今年度末までである。来年度からの市全域での本格導入に向

け、台数や予約状況の実績等のデータを収集し、ＡＩの学習能力を高める

とともに、より効率的な配車ができるようにしたい。 

 

Ｑ２． 市全域での「のるーと射水」導入の理由は。 

 

Ａ２． コミュニティバスの運転手確保が困難であること、１時間に１本程度の

運行が限界であったが、のるーと射水は、学生や高齢者などの交通弱者に

より配慮した配車や効率的な運行ができるためである。 

 

Ｑ３． 経費に差はあるのか。 

 

Ａ３． 大きくは変わらない。持続可能な公共交通、利便性の確保に努める。 

 

Ｑ４． 「ゼロカーボンシティいみず」ロゴマークの選定はどのように行ったのか。 

 

Ａ４．  まずは選考委員会で６点を選出し、市公式ＬＩＮＥで市民投票を行い、

その後、選考委員会による採点と市民投票結果をあわせた結果で決定し

た。 

 

 

 

 



Ｑ５． ロゴマークに対する市長の印象は。 

 

Ａ５． 水をイメージしたものであり、射水の「水」として、シンプルかつ印象 

に残るものである。また、水の循環もイメージでき、循環型社会といった 

部分もしっかりイメージできると感じている。 

 

Ｑ６． 水不足について、射水市での影響はあるか。 

 

Ａ６． ７月は記録的な渇水であり、農作物への影響が懸念されるが、本市にお

いても一部ため池については、かなり水不足となっており、他のため池か

ら水田に水を引くことを地元の方と協議中である。また、他の地区でも余

裕があるわけではなく、用水管理を行いながら何とか確保していただき

たいと考えている。 

 

Ｑ７． どの地区か。 

 

Ａ７． 金山地区である。 

 

Ｑ８． 先月の参議院議員選挙の結果、また堂故さんの引退報道をどのように感

じているか。 

 

Ａ８． まずは、選挙区でご当選された庭田幸恵さん、比例区においては柴田巧

さんが再選され、お祝い申し上げる。有権者の皆さんのご信任を得られた

結果であり、選挙戦でうったえられた政策の実現、また、富山の様々な課

題解決やより良い未来に向けて、ご支援いただきたいと考えている。 

また、堂故さんにおかれては、政界の引退を決意されたということだが、

長年にわたり、県議会議員、氷見市長、国会議員として、地域、また富山

の発展に大変ご活躍されてこられた。特に能登半島地震の際は、復興副大

臣として現地にも何度も足を運ばれ、被災者に寄り添い、自治体の取組に

もご支援をいただき、敬意と感謝を申し上げたい。 

本市としては、市民に最も身近な行政として、市民の悩みや課題に寄り

添いながら、より良いまちづくりや取組、そして未来に向け、確実に着実

に歩みを進めていければと考えている。 

 



Ｑ９． 海王丸パークでのブルーインパルス飛行に関し、被災地復興への市長の

思いは。 

 

Ａ９． 勇気づけていただけることに感謝している。実際にどの程度の飛行なの

かこちらでは把握しかねるが、氷見市での飛行がメインであると伺って

いる。 

被災された方々の生活や家屋の再建、また懸命に取り組んでおられる

方々に寄り添いながら復興復旧に向けての取組を進めているところであ

る。うつむき加減な気持ちになることもあるかと思うが、この機会に空を

見上げていただき、また前を向いてがんばろうと思っていただくきっか

けとなるとよいと感じている。市としても、思いを一緒にしながら復旧復

興に向けてしっかり取り組んでまいる所存である。 

 

Ｑ１０． ブルーインパルスの飛行は初めてか。 

 

Ａ１０． 初めてである。 

 

Ｑ１１． カムチャツカ半島地震に関し、太平洋側沿岸では津波警報発令によ

り炎天下での避難で皆さん苦労されたとの報道があったが、市として

避難について見直し等はあるのか。 

 

Ａ１１． 今回、避難に関しての課題が浮き彫りになったと指摘されている状

況である。本市では、能登半島地震の際の避難された方の行動や避難

所開設について、昨年度から検証委員会を立ち上げ、様々な課題を洗

い出した上で今年度その改善、対応の強化を進めているところである。 

避難所の暑さ・寒さ対策としては、小中学校の屋内運動場に空調の

導入を決定しており、今後整備を進めていく。まずは、統合した新湊放

生津小学校の体育館に整備し、令和８年度には市内中学校６校に整備

予定であり、その後小学校という予定である。 

また、コミュニティセンターの多目的室等で空調の入っていない場

所についても今後検討していきたいと考えている。 

 

 


